
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　国
文
学
講
演
会

　
　く彙
　
報
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
平
成
＋
年
六
月
二
＋
九
日
（
月
）
　
一
時
二
＋
分
～
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
南
港
学
舎
講
堂

平
成
十年
度
　
国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　
克
己
　
先
生

国
文
学
科
芸
能
鑑
賞
ー
文
楽
鑑
賞
－
　
　
　
　
　
　
　
　
演
題
　
「
源
氏
物
語
の
紫
の
上
に
っ
い
て
」

日
　
時
　
平
成
十
年
六
月
十
八
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
年
度
は
・
源
氏
物
語
や
王
朝
漢
詩
の
ご
研
究
を
な
さ
っ
て
い

場　
所
　
国
立
文
楽
劇
場
（
文
楽
鑑
賞
教
室
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
藤
原
克
己
先
生
に
・
ご
多
忙
の
中
ご
講
演
を
お
願
い
し
た
。

演　
目
　
新
曲
　
釣
女
．
傾
城
阿
波
の
鳴
門
　
十
郎
兵
衛
住
家
の
段
　
　
　
　
　
源
氏
物
語
の
人
物
造
型
を
め
ぐ
る
ご
研
究
の
中
で
・
「
紫
の
上
」
に
焦
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　解説
文
楽
の
楽
し
み
　
　
　
　
　
　
点
を
充
て
て
藷
嘉
・
・
た
．
「
エ
ミ
ル
」
の
一
節
や
西
行
の
歌
な
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
援
用
さ
れ
つ
つ
、
紫
の
上
の
〈
駆
け
る
少
女
〉
と
し
て
の
イ
メ
ー

　学
生
の多
く
は
何
ら
か
の
形
で
「
文
楽
」
に
接
し
た
経
験
を
持
っ
て
　
　
　
ジ
に
つ
い
て
大
変
解
り
や
す
い
言
葉
で
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
古

いる
が
、
今
回
は
鑑
賞
教
室
と
し
て
の
公
演
で
あ
り
、
取
り
つ
き
や
す
　
　
　
典
に
あ
ま
り
触
れ
る
機
会
の
な
い
学
生
諸
姉
に
も
解
り
や
す
い
も
の
で

く
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
釣
女
」
に
笑
い
を
誘
わ
れ
、
「
傾
城
　
　
　
あ
っ
た
。
先
生
の
お
人
柄
が
滲
み
出
た
ご
講
演
で
あ
っ
た
と
思
う
。

阿
波
の

鳴門
」
で
は
哀
れ
な
「
お
つ
る
」
の
身
の
上
に
胸
を
あ
つ
く
し
　
　
　
　
「
子
ど
も
」
で
あ
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
つ
つ
も
・
子
ど
も
の
頃

た

学
生も
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
自
分
に
思
い
を
い
た
す
彼
女
達
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
印
象
に
残
る

　文楽
全
般
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
大
夫
．
三
味
線
．
人
形
遣
い
の
そ
れ
　
　
　
講
演
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ゼ
ミ
の
場
で
も
一
し
き
り
話
題
に
な
っ
た
こ

ぞ

れ
に

つ

い
て

の

解
説も
丁
寧
で
面
白
く
、
学
生
た
ち
の
興
味
を
一
層
　
　
　
と
は
・
や
は
り
少
女
か
ら
大
人
へ
の
階
梯
が
描
か
れ
た
「
紫
の
上
」
に

喚
起し
た
よ
う
だ
。
学
生
が
参
加
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
貴
重
な
　
　
　
つ
い
て
で
・
ご
講
演
の
中
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
箇
所
を
共
に
講
読
し

経
験と
な
っ
た
よ
う
で
、
国
文
学
科
芸
能
鑑
賞
と
し
て
有
益
で
あ
っ
た
。
　
　
た
ゼ
ミ
も
あ
る
と
聞
く
。
大
変
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。



文
学
遺
蹟め
ぐ
り
1
吉
野
方
面
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
年
度
国
文
学
科
ゼ
ミ
活
動
報
告

日
　
時
　
平
成
十
年
十
一
月
十
二
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
柿
谷
ゼ
ミ
V

行　
程
　
近
鉄
あ
べ
の
橋
駅
（
集
合
・
点
呼
）
…
近
鉄
吉
野
駅
下
車
…
　
　
　
　
　
日
程
　
七
月
一
七
日
（
金
）

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
乗
車
…
吉
野
山
駅
下
車
…
徒
歩
…
蔵
王
堂
（
写
真
撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鉾
巡
行
見
学
及
び
平
安
京
遺
蹟

影
）
・
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
解
説
・
昼
食
…
自
由
散
策
（
吉
水
神
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
三
日
（
月
）

社
・
勝
手
神
社
・
竹
林
院
拝
観
）
…
蔵
王
堂
集
合
・
点
呼
・
自
由
解
散
　
　
　
　
　
　
　
嵐
山
・
嵯
峨
野
方
面

…
吉
野
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∧
北
谷
ゼ
ミ
V

対
　象
　
国
文
学
科
一
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
程
　
八
月
二
十
三
日
（
日
）
・
二
十
四
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊由
良
・
岩
代
・
牟
婁
の
湯
踏
査

　今
年度
の
文
学
遺
蹟
め
ぐ
り
は
、
吉
野
山
を
訪
れ
た
。
は
じ
め
に
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3

王
堂と
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
写
真
撮
影
と
「
吉
野
と
文
学
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
保
．
佐
紀
路
（
萬
葉
集
臨
地
学
習
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

題し
て
の
簡
単
な
解
説
を
聞
い
た
あ
と
、
自
由
散
策
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
三
日
（
日
）

　
九月
下
旬
の
台
風
の
被
害
も
あ
っ
て
工
事
し
て
い
る
処
も
あ
り
、
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
楽
宮
方
面
（
萬
葉
集
臨
地
学
習
）

そ
の
日
は
曇
天
で
肌
寒
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
紅
葉
　
　
　
〈
鈴
木
ゼ
ミ
〉

し
て
お
り
、
山
上
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
吉
水
神
社
で
　
　
　
　
　
日
程
　
九
月
二
十
日
（
日
）

は
宮
司
さ
ん
の
話
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
町
に
お
勤
め
だ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
蔵
王
堂
他

た
と
の
こ
と
で
「
相
愛
」
と
聞
い
て
歓
迎
し
て
下
さ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
八
日
（
木
）

　
時間
の
こ
と
も
あ
り
散
策
の
範
囲
は
限
ら
れ
た
が
、
も
の
足
り
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
天
保
山

っ

た

学
生は
次
の
機
会
に
は
さ
ら
に
奥
に
西
行
の
遺
蹟
を
訪
ね
た
り
、
　
　
　
〈
橋
本
ゼ
ミ
∨

あ
る
い
は
吉
野
川
に
下
り
、
萬
葉
の
旧
蹟
を
訪
ね
た
り
す
る
こ
と
を
期
　
　
　
　
　
日
程
　
一
月
十
日
（
日
）

し
て
帰
途
に
つ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
阪
　
宣
長
記
念
館
他

彙　
報



彙　
報

今年
度
、
本
学
に
お
い
て
次
の
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
文学
会
関
西
例
会

日
時
　

一月
三
十
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
五
時
迄

場　
所
　
　
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
　
厚
生
施
設
棟
小
ホ
ー
ル

発
表
題目
　
一
、
中
川
久
盛
『
伊
香
保
記
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
大学
研
修
員
　
　
砺
波
美
和
子
氏

　
　
　
　　
二
、
『
古
事
談
』
第
五
神
社
仏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
石
清
水
八
幡
話
群
を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
女
子
短
大

（非
）
生
井
真
理
子
氏

　
　
　
　
　
三
、
『
発
心
集
』
女
性
説
話
へ
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
大
学

　　　
田
中
　
宗
博
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　尚
、
仏
教
文
学
会
に
併
せ
て
、
当
日
午
後
○
時
よ
り
三
時
ま
で
、
本

学貴
重
資
料
室
に
お
い
て
故
田
中
重
太
郎
先
生
蒐
集
の
書
を
中
心
と
し

た

「春
曙
文
庫
」
の
展
観
が
行
わ
れ
た
。


